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の
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最
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の
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の
威
力
一
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広
島
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状
況
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原
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の
威
力
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

原
爆
の
熱
線
八
原
爆
の
爆
風
九

原
爆
の
放
射
線
の
種
類
石
原
爆
の
放
射
線
の
つ
よ
さ
は
?
土

原
爆
に
よ
る
障
害
の
種
類
三
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爆
風
と
外
傷
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三

爆
風
そ
の
も
の
に
よ
る
外
傷
Ξ
爆
風
に
よ
る
間
接
の
被
害
一
四

傷
の
種
類
一
五
放
射
能
症
に
よ
る
外
傷
の
悪
化
一
六
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一
七

熱
線
に
よ
る
ヤ
ケ
ド
一
八
衣
服
が
も
え
た
た
め
の
ヤ
ケ
ド
一
八

皮
膚
に
や
き
つ
い
た
縞
模
様
一
九
熱
傷
と
外
傷
と
ど
ち
ら
が
多
か
っ
た
か
一
ろ

資
料
の
く
い
ち
が
い
の
原
因
言
熱
傷
と
遮
蔽
条
件
三

熱
傷
の
部
位
と
そ
の
理
由
一
三
熱
傷
の
症
状
と
距
離
一
三

熱
傷
と
放
射
能
症
一
笛
ケ
ロ
イ
ド
と
は
？
・
二
四

ケ
ロ
イ
ド
体
質
孟
ケ
ロ
イ
ド
は
放
射
能
の
た
め
か
一
天

5
放
射
能
症
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
毛

放
射
能
症
は
原
爆
だ
け
の
も
の
か
一
石
放
射
能
症
の
あ
ら
わ
れ
か
た
I
経
過
夭

第
一
期
I
急
性
症
一
8
第
一
期
の
死
亡
状
況
一
8

倦
怠
感
は
ど
の
程
度
か
Ξ
第
二
期
-
亜
急
性
症
三

急
性
、
亜
急
性
の
区
別
豆
亜
急
性
症
の
症
状
萱

ロ
の
な
か
の
た
だ
れ
温
皮
下
出
血
斑
、
点
状
出
血
と
は
三
六

亜
急
性
症
の
熱
の
出
方
毛
爆
心
か
ら
の
距
離
と
白
血
球
の
減
り
方
沢

赤
血
球
は
ど
う
か
莞
第
二
期
の
死
亡
状
況
S

第
三
期
―
亜
急
性
症
の
回
復
期
四
二
直
接
被
爆
し
な
か
っ
た
人
の
放
射
能
症
堅
一

原
爆
か
ら
の
放
射
線
照
射
の
仕
方
四
四
各
症
状
に
影
響
し
た
照
射
の
種
類
四
四



被
爆
し
た
と
き
の
環
境
も
影
響
す
る
四
五
遮
蔽
物
と
中
性
子
四
六

遮
蔽
物
と
7
線
四
六
遮
蔽
は
有
効
か
四
六

C
Q
.
線
に
よ
る
ヤ
ー
ヶ
ぐ
四
七
受
け
た
線
量
の
き
め
に
く
い
わ
け
宅

.
後
遺
症
は
ど
の
く
ら
い
発
生
し
て
い
る
か
四
八
後
遺
症
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
穴

後
遺
症
の
恐
ろ
し
さ
き
被
爆
直
後
に
市
内
に
入
っ
た
人
の
後
遺
症
き

6
死
ん
だ
人
と
生
残
っ
た
人
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
.
・
・
・
・
・
・
壹

広
島
、
長
崎
.
の
死
傷
者
数
翌
死
亡
者
数
に
つ
い
て
の
異
論
毘

国
勢
調
査
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
亜
距
離
別
の
被
害
率
喬

年
令
別
の
死
亡
率
五
四
原
爆
孤
児
は
ど
れ
ほ
ど
出
た
か
Ξ
ハ

原
爆
孤
児
の
そ
の
後
蚤
ハ
被
爆
者
の
現
状
は
ど
う
か
毛

後
遺
症
を
背
お
っ
た
被
爆
者
毛
一
般
被
爆
者
の
健
康
状
態
五
八

生
残
っ
た
被
爆
者
の
生
活
犬
被
爆
者
の
療
養
条
件
ミ
九

被
爆
者
の
救
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
杏

第
二
章
原
爆
で
人
体
は
ど
う
な
る
か
・
●
・
●
●
・
●
●
●
●
●
●
●
六
三

1
放
射
線
と
死
…
…
…
…
…
…
…
…
六
五



空
中
の
爆
発
と
地
上
の
爆
発
六
ミ
原
爆
の
.
作
用
の
特
異
な
点
六
六

爆
風
、
熱
線
、
放
射
線
の
到
達
距
離
六
六
到
達
し
た
放
射
線
量
は
ど
れ
ほ
ど
か
六
八

ど
れ
ほ
ど
の
放
射
線
量
で
死
ぬ
か
究

2
放
射
能
の
単
位
…
…
…
…
…
…
…
…
当
一

わ
か
り
に
く
い
単
位
の
定
義
七
二
I
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
は
?
七
二

電
子
ボ
ル
ト
と
は
？
・
尨
一
キ
ュ
リ
ー
と
は
？
・
七
四

レ
ッ
プ
と
レ
ム
は
ど
う
違
う
か
七
四
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
レ
ッ
プ
と
レ
ム
七
五

ラ
ッ
ド
と
は
9
L
・
尨
カ
ウ
ン
ト
七
六

3
原
子
爆
弾
と
血
液
像
…
…
…
…
…
…
…
七
七

放
射
能
症
と
血
球
数
の
変
化
七
七
白
血
球
の
減
り
は
じ
め
た
時
期
七
八

白
血
球
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
か
七
八
先
に
減
り
は
じ
め
た
白
血
球
の
種
類
七
九

赤
血
球
や
血
小
板
の
減
る
時
期
七
九
血
球
は
ど
こ
で
作
ら
れ
る
か
合

血
球
は
平
素
ど
こ
で
崩
壊
す
る
か
八
一
造
血
臓
器
の
構
造
八
一

白
血
球
の
出
来
る
道
す
じ
全
白
血
球
の
種
類
と
細
胞
中
の
顆
粒
金

白
血
球
の
種
類
と
核
の
形
会
赤
血
球
の
出
来
る
道
す
じ
八
四

血
小
板
の
出
来
か
た
会
な
ぜ
血
球
が
減
る
の
か
八
ミ

血
球
の
種
類
と
減
り
は
じ
め
る
時
期
八
六
被
爆
者
の
生
死
の
境
と
な
る
時
期
八
七



死
亡
者
の
血
液
像
の
移
り
変
り
八
七
血
色
素
量
、
係
数
と
網
状
赤
血
球
八
九

生
き
残
了

放
射
線
と
白
血
球
を
ふ
や
す
働
き
九
ニ

4
原
子
爆
弾
と
造
血
臓
器
…
…
…
…
…
…
…
九
七

被
爆
者
の
造
血
臓
器
の
様
子
九
七
造
血
臓
器
の
細
胞
の
減
り
は
じ
め
久

骨
髄
像
の
移
り
変
り
I
8
骨
髄
の
顆
粒
練
系
の
変
化
一
2

骨
髄
の
赤
血
球
系
、
血
小
板
系
は
?
§
一
死
亡
者
と
生
存
者
の
骨
髄
の
違
い
一
9
一

骨
髄
の
顆
粒
球
系
の
恢
復
一
畠
骨
髄
赤
血
球
系
、
血
小
板
系
の
恢
復
一
畠

骨
髄
像
と
被
爆
後
の
時
期
一
宝
血
液
像
と
骨
髄
像
の
ず
れ
一
9
ハ

骨
髄
と
流
血
中
の
顆
粒
球
数
の
ず
れ
石
七
骨
髄
と
流
血
中
の
赤
血
球
数
の
ず
れ
一
宕

骨
髄
と
流
血
中
の
血
小
板
数
の
ず
れ
乙
八
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原
子
爆
弾
と
血
液
と
血
圧
・
・
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・
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・
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ぢ
九

血
液
の
成
り
立
ち
一
元
放
射
線
宿
酔
と
原
子
爆
弾
一
元

プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
の
値
は
変

出
血
時
間
と
凝
血
時
間
の
変
化
三
一
血
中
の
蛋
白
質
は
ど
う
な
っ
た
か
二
三

血
液
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
?
一
一
四
血
圧
と
は
？
・
一
Ξ

被
爆
者
の
血
圧
に
変
り
が
あ
っ
た
か
ニ
ミ
血
圧
を
変
え
る
原
因
は
な
に
か
一
一
六



被
爆
者
の
血
圧
は
な
ぜ
下
っ
た
か
二
七
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原
子
爆
弾
と
出
血
…
…
…
…
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…
…
一
一
へ

第
二
期
の
代
表
的
な
症
状
―
出
血
一
一
八
出
血
性
素
因
の
原
因
は
な
に
か
二
九

血
管
の
分
布
と
構
造
二
九
放
射
線
は
血
管
に
影
響
す
る
か
一
8

出
血
性
素
因
と
血
管
壁
の
障
害
一
管
一
放
射
線
と
皮
膚
の
毛
細
血
管
の
拡
張
一
管
一

被
爆
者
の
皮
膚
と
毛
細
血
管
の
拡
張
ご
Ξ
被
爆
者
と
無
顆
粒
症
一
孟

7
原
子
爆
弾
と
下
痢
…
…
…
…
…
…
・
…
…
一
一
一
‘
ハ

急
性
期
の
下
痢
ご
宍
亜
急
性
期
の
下
痢
一
二
六

放
射
線
で
下
痢
が
お
こ
る
か
豆
七
消
化
管
の
構
造
三
七

急
性
期
の
下
痢
は
な
ぜ
起
っ
た
か
一
元
亜
急
性
期
の
下
痢
は
な
ぜ
起
っ
た
か
一
元

下
痢
の
は
じ
ま
っ
た
時
期
と
予
後
三
一
・

8
原
子
爆
弾
と
脱
毛
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三
一

脱
毛
は
放
射
線
に
よ
る
も
の
か
Ξ
一
放
射
線
で
な
ぜ
毛
が
ぬ
け
る
の
か
一
豆

汗
腺
や
皮
脂
腺
は
ど
う
な
っ
た
か
三
ど
れ
ほ
ど
の
線
量
で
脱
毛
が
起
る
か
一
変

放
射
線
の
作
用
と
照
射
の
仕
方
一
畳
放
射
線
と
皮
膚
の
障
害
一
喬

皮
膚
紅
斑
量
と
は
?
三
五
皮
膚
紅
斑
量
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
単
位
Ξ
六



原
爆
と
皮
膚
の
紅
斑
Ξ
七
時
間
因
子
と
は
?
Ξ
八
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原
子
爆
弾
と
ケ
ロ
イ
ド
.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
一
回

皮
膚
の
構
造
一
回
障
害
に
対
す
る
皮
膚
の
反
応
一
回

ケ
ロ
イ
ド
の
特
徴
一
里
瘢
痕
と
ケ
ロ
イ
ド
は
ど
う
違
う
か
一
回
一

ケ
ロ
イ
ド
の
発
生
を
め
ぐ
っ
て
一
回
放
射
線
に
よ
る
真
皮
の
変
化
一
翌

ケ
ロ
イ
ド
の
発
生
と
放
射
線
一
四
六

1
0
γ
線
か
誘
導
放
射
能
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
四
六

核
分
裂
と
核
分
裂
生
成
物
一
四
六
連
鎖
反
応
と
は
?
一
宅

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
式
の
意
味
一
四
七
結
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
一
四
八

原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
爆
弾
一
四
八
一
次
放
射
線
と
は
?
一
四
九

残
留
放
射
能
と
は
?
一
究
誘
導
放
射
能
と
は
?
一
色

一
次
放
射
線
か
誘
導
放
射
能
か
一
吾
誘
導
放
射
能
に
よ
る
と
い
う
説
三

誘
導
放
射
能
説
の
根
拠
亘
三
っ
の
根
拠
の
吟
味
一
吾
一

死
亡
者
の
組
織
と
人
骨
の
放
射
能
一
五
四
被
爆
後
十
日
目
の
骨
の
放
射
能
一
塁

ど
う
解
釈
す
べ
き
か
一
五
五

1
1
原
子
爆
弾
と
不
妊
症
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ゝ
・
・
・
・
・
・
一
Ξ
ハ



生
殖
腺
と
性
器
一
笑
生
殖
腺
の
働
き
を
し
ら
べ
る
方
法
一
ミ
六

被
爆
と
月
経
異
常
一
五
七
爆
心
地
か
ら
の
距
離
と
月
経
異
常
一
天

月
経
は
正
常
に
恢
復
し
た
か
一
天
月
経
異
常
と
放
射
線
以
外
の
原
因
一
尭

卵
巣
の
構
造
一
発
卵
巣
の
病
理
解
剖
所
見
か
ら
見
て
一
さ

放
射
線
で
女
性
を
去
勢
す
る
に
は
一
六
一
精
子
の
数
と
妊
娠
能
力
一
六
一

被
爆
者
の
精
子
の
数
一
六
一
距
離
と
精
子
の
数
と
の
関
係
一
六
一
一

性
慾
は
ど
う
な
っ
た
か
万
一
精
子
の
数
は
恢
復
し
た
か
一
会

被
爆
後
二
年
目
の
精
液
一
六
四
睾
丸
の
構
造
一
六
五

精
子
の
出
来
か
た
一
六
七
男
性
ホ
ル
モ
ン
と
睾
丸
の
細
胞
一
六
八

被
爆
者
の
睾
丸
は
ど
う
変
っ
た
か
一
六
八
放
射
線
で
睾
丸
に
あ
ら
わ
れ
る
変
化
一
き

骨
髄
の
変
化
と
睾
丸
の
変
化
一
左
睾
丸
の
中
で
も
放
射
線
に
強
い
細
胞
一
七
二

亜
急
性
期
死
亡
例
の
睾
丸
一
を
I
睾
丸
の
放
射
線
に
よ
ら
な
い
障
害
一
豊

動
物
を
不
妊
に
す
る
放
射
線
の
量
一
迦
ベ
ル
ゴ
ニ
エ
の
法
則
に
つ
い
て
一
謳

1
2
原
子
爆
弾
と
白
血
病
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
圭

白
血
病
と
は
9
・
一
鬘
放
射
線
と
白
血
病
一
七
七

被
爆
者
の
白
血
病
第
一
号
一
七
七
被
爆
者
の
白
血
病
発
生
率
は
?
一
七
八

距
離
と
白
血
病
の
発
生
率
一
七
八
白
血
病
に
か
ゝ
る
時
期
一
合

被
爆
者
の
再
生
不
能
性
貧
血
一
八
一
再
生
不
能
性
貧
血
と
は
?
一
八
二



再
生
不
能
性
貧
血
と
原
爆

1
3
原
子
爆
弾
と
ガ
ン

ガ
ン
と
は
ど
ん
な
病
気
か

放
射
線
と
ガ
ン
の
発
生

放
射
線
で
動
物
に
ガ
ン
を

つ
く
る

放
射
線
の
あ
た
え
か
た
と
ガ
ン

中
性
子
で
も
ガ
ン
は
出
来
る
か

人
工
放
射
性
同
位
元
素
と
は
?

ガ
ン
の
原
因
は
な
に
か

放
射
線
ガ
ン
と
は
ど
ん
な
ガ
ン
か

ど
れ
ほ
ど
の
線
量
で
ガ
ン
に
な
る
か

原
爆
が
ガ
ン
の
発
生
に
影
響
し
た
か

体
内
の
放
射
性
物
質
と
ガ
ン

被
爆
者
の
ガ
ン
発
生
率
は
増
し
た
か

1
4
原
子
爆
弾
と
眼

眼
に
は
い
つ
頃
か
ら
障
害
が
出
た
か

亜
急
性
期
に
あ
ら
わ
れ
た
眼
の
障
害

放
射
線
で
白
内
障
は
お
こ
る
か

、
距
離
と
白
内
障
発
生
率
と
の
関
係

脱
毛
と
白
内
障
発
病
率
と
の
関
係

ど
ん
な
原
因
で
白
内
障
に
な
る
か

被
爆
直
後
に
あ
ら
わ
れ
た
眼
の
障
害

後
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
眼
の
障
害

ど
れ
位
の
率
で
白
内
障
が
出
た
か

放
射
能
症
状
と
白
内
障
発
病
率

白
内
障
は
被
爆
者
だ
け
に
出
る
か

1
5
原
子
爆
弾
と
こ
ど
も



原
爆
で
胎
児
は
ど
う
な
る
か
一
九
七
小
頭
症
の
出
現
一
九
八

原
爆
で
小
児
の
成
長
は
ど
う
な
る
か
一
回

1
6
原
子
爆
弾
と
遺
伝
・
…
…
…
…
…
…
…
:
一
一
っ
一
一

被
爆
者
の
子
孫
に
影
響
が
出
た
か
一
回
ど
う
し
て
遺
伝
的
影
響
を
確
め
る
か
一
亘

子
ど
も
に
見
ら
れ
る
奇
型
の
発
現
率
一
喬
将
来
は
ど
う
か
一
語

突
然
変
異
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
一
回
細
胞
の
有
糸
分
裂
の
あ
り
さ
ま
一
豆

遺
伝
子
と
は
ど
ん
な
も
の
か
言
六
突
然
変
異
の
起
り
か
た
一
5
七

自
然
に
お
こ
る
突
然
変
異
の
率
は
?
一
忌
放
射
線
で
突
然
変
異
は
増
え
る
か
一
気

遺
伝
子
は
恢
復
し
な
い
か
言
八
個
人
と
集
団
言
八

広
島
、
長
崎
の
原
爆
と
遺
伝
的
危
険
一
克
優
性
遺
伝
と
劣
性
遺
伝
一
言

遺
伝
学
者
の
意
見
一
言
現
在
の
許
容
量
で
安
全
か
一
言

毒
も
使
い
よ
う
で
薬
に
な
る
三
一

1
7
原
子
爆
弾
と
治
療
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
√
・
・
ご
I
三

広
島
、
長
崎
と
ビ
キ
ニ
の
被
災
者
三
一
広
島
や
長
崎
で
の
治
療
方
針
三
一

治
療
の
重
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
一
三
実
際
に
行
わ
れ
た
治
療
は
?
ニ
志

治
療
法
は
正
し
か
っ
た
か
ニ
ｚ
治
療
の
限
界
二
三



第
三
章
死
の
灰
が
あ
た
え
た
も
の

%
O
0
O
A
9
O
O
O
O
O
O
O
O
f
f
l
七

I
ビ
キ
ニ
被
災
の
発
端
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
九

第
五
福
竜
丸
の
被
災
状
況
一
元
航
海
中
の
乗
組
員
の
症
状
ニ
8

上
陸
後
ど
ん
な
処
置
が
と
ら
れ
た
か
三

2
第
五
福
竜
丸
乗
組
員
の
症
状
と
経
過
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
Ξ

入
院
当
時
の
容
態
一
三
ど
ん
な
手
当
が
な
さ
れ
た
か
一
三
ミ

手
当
の
結
果
は
?
苔
ハ
久
保
山
さ
ん
は
ど
う
し
て
死
ん
だ
か
一
三
七

3
死
の
灰
と
人
体
…
…
…
…
…
'
…
…
…
…
一
一
一
一
八

死
の
灰
の
放
射
能
の
強
さ
一
三
八
灰
の
放
射
能
は
ど
の
よ
う
に
減
る
か
一
三
九

福
竜
丸
船
内
の
放
射
能
の
強
さ
一
言
航
海
中
に
乗
組
員
の
浴
び
た
線
量
一
言

ど
の
様
に
船
員
の
体
を
照
射
し
た
か
一
三
体
の
表
面
の
灰
の
放
射
能
の
強
さ
苔
一

体
内
に
入
っ
た
放
射
能
の
強
さ
一
三
ど
の
放
射
線
が
影
響
を
あ
た
え
た
か
一
諾

原
爆
の
被
害
と
は
ど
う
ち
が
う
か
一
三
体
内
に
入
っ
た
放
射
能
の
影
響
呈
ハ

死
の
灰
の
成
分
は
な
に
か
豆
七
成
分
の
中
で
ど
の
元
素
が
多
か
っ
た
か
一



体
の
中
に
入
っ
た
灰
は
ど
こ
へ
行
く
か
一
笑
集
る
部
分
は
い
つ
も
同
じ
か
ニ
莞

体
内
に
の
こ
る
放
射
能
一
回
放
射
能
症
は
ど
う
影
響
し
た
か
一
辰
一

4
久
保
山
氏
の
死
因
に
つ
い
て
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
・
一
亘

久
保
山
さ
ん
の
解
剖
所
見
善
一
ど
の
臓
器
が
ひ
ど
い
障
害
を
受
け
た
か
善
一

造
血
臓
器
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
一
一
翌
睾
丸
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
一
管

何
故
は
っ
き
り
結
論
が
出
て
い
な
い
か
一
画
放
射
線
に
よ
る
肝
臓
の
変
化
一
管

正
常
な
肝
臓
の
構
造
一
一
四
六
肝
臓
は
ど
ん
な
に
な
っ
て
い
た
か
一
面

肺
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
一
一
四
八
そ
の
他
の
臓
器
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
ニ
究

放
射
線
感
受
性
と
臓
器
の
障
害
程
度
一
色
ビ
ー
ル
ス
性
血
清
肝
炎
説
へ
の
疑
問
一
Ξ
一

解
剖
所
見
に
関
す
る
大
橋
博
士
の
結
論
一
亘

5
死
の
灰
と
不
妊
症
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
五
}
一
一

精
液
に
変
化
は
あ
っ
た
か
一
語
精
子
の
数
は
ど
う
な
っ
た
か
一
語

精
子
の
運
動
性
は
ど
う
な
っ
た
か
一
Ξ
I
広
島
や
長
崎
の
場
合
と
の
比
較
一
蔓

6
死
の
灰
の
由
来
士
熱
核
兵
器
:
プ
・
…
…
…
…
…
‘
一
五
五

ビ
キ
ニ
の
爆
発
は
単
な
る
水
爆
か
一
天
原
子
爆
弾
の
原
理
一
Ξ
六

原
子
核
反
応
と
は
一
天
天
然
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
は
何
故
爆
発
し
な
い
一
天



臨
界
質
量
と
は
一
Ξ
九
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
は
=
さ

熱
核
反
応
と
は
何
か
三
ハ
ー
水
爆
の
原
理
一
蚕

必
要
な
高
温
を
ど
う
し
て
作
る
か
一
回
水
素
爆
弾
は
実
用
に
な
る
か
一
宍
M

リ
チ
ウ
ム
爆
弾
と
は
一
蚕
死
の
灰
が
大
量
に
出
来
た
の
は
な
ぜ
か
一
天
六

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
二
三
八
は
分
裂
す
る
か
二
六
七
死
の
灰
兵
器
と
は
二
六
七

コ
バ
ル
ト
爆
弾
と
は
二
六
八

7
放
射
能
マ
グ
ロ
・
放
射
能
雨
と
食
物
の
汚
染
…
・
…
…
…
一
一
‘
八
〈

福
竜
丸
以
外
の
死
の
灰
の
被
害
Ξ
八
八
漁
業
の
う
け
た
損
害
は
ど
の
く
ら
い
か
二
六
九

汚
染
マ
グ
ロ
の
放
射
能
の
強
さ
=
七
一
魚
肉
の
安
全
性
の
物
指
し
苔
一

放
射
能
マ
グ
ロ
の
危
険
性
一
石
ニ
マ
グ
ロ
の
汚
染
は
ど
こ
が
ひ
ど
い
か
一
翌

マ
グ
ロ
汚
染
の
原
因
は
一
亙
放
射
能
マ
グ
ロ
が
長
い
間
と
れ
る
わ
け
毛
五

マ
グ
ロ
検
査
が
打
切
り
に
な
っ
た
わ
け
二
七
六
検
査
打
切
り
は
妥
当
で
あ
っ
た
か
一
石
六

放
射
性
亜
鉛
の
危
険
性
は
少
い
か
一
一
七
七
放
射
能
、
マ
グ
ロ
は
減
っ
て
い
る
か
二
七
八

マ
グ
ロ
を
食
べ
た
人
は
ど
う
な
っ
た
か
二
七
九
放
射
能
雨
は
ど
の
く
ら
い
降
っ
た
か
一
回

九
月
、
一
一
月
の
放
射
能
雨
言
一
ソ
連
製
の
雨
か
一
杢

雨
と
し
て
降
っ
た
放
射
能
の
量
夭
四
放
射
能
雨
の
危
険
性
夭
四

放
射
能
雨
を
の
ん
だ
人
一
石
汚
染
飲
料
水
の
人
体
へ
の
作
用
一
X
ミ

雨
は
ロ
カ
す
れ
ば
安
心
し
て
の
め
る
か
夭
六
放
射
能
雨
に
ぬ
れ
た
ら
…
…
夭
六



放
射
能
雨
が
ふ
れ
ば
空
気
も
汚
染
す
る
尺
七
汚
染
し
た
空
気
の
危
険
夭
八

植
物
の
放
射
能
雨
に
よ
る
汚
染
一
禿
野
菜
の
汚
染
状
態
尺
九

お
茶
に
も
放
射
能
が
あ
っ
た
元
一
放
射
能
の
茶
を
の
ん
だ
ら
ど
う
た
る
か
元
二

根
や
葉
の
放
射
性
物
質
の
吸
収
刄
一
米
は
大
丈
夫
か
?
一
元
四

放
射
能
で
食
生
活
は
ど
う
な
る
一
蓋
・
許
容
量
、
最
大
許
容
量
と
は
元
六

最
大
許
容
濃
度
と
は
元
七
水
の
許
容
濃
度
の
他
の
食
物
へ
の
適
用
二
九
八

附
表

文
献

索
引
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